
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

避難所サポートチーム・福岡」養成講座～第 1 期講習会・１日目～ 

福岡市は災害発生時における被災地ならびに被災者の「受援力」の強化に向けて、住民の避難

行動と自主的な避難所運営を核にした実践的で具体的な総合防災訓練を進めています。併せて、

実際に大きな災害が発生した地域の避難所開設と運営をサポートするボランティアチーム「避難

所サポートチーム・福岡」を結成をすることになりました。その知識・技能を有するリーダー・

コーディネーターの養成講座の第 1 期講習会（2 日間のカリキュラム）1 日目が、リーダー会のメ

ンバー25 名が参加して、7 月 2 日（日）福岡ビル第 5 ホールに於いて開催されました。 
前半の講習内容は、NPO 法人さくらネット代表理事の石井布紀子さんを進行役兼コーディネー

ターとして、別府市防災危機管理課防災推進専門委員の村野淳子さんと NPO 法人エンジエルウ

ィング理事長の藤澤健児さんから、貴重な経験に基づいた「避難所開設時・運営時・閉鎖時」の 

各フェーズにおける状況と課題・問題点を提起していただき、参加者との質疑を交えて具体的か 

つ真剣な学びの場となりました。 
後半は、参加者が先遣チーム、開設チーム、関連死予防チームに 

分かれた「避難所支援ワークショップ」に移り、各チームの準備と 
サポート項目をまとめ、発表と意見交換をしました。「非日常の中で 
現地に同化することなく、あくまで支援者の立場に徹すること」と 
の講師の教えが深く印象に残った講習となりました。 

（城南支部 浦野 正幸） 
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那珂川町防災訓練で HUG を担当 

6 月 25 日（木）那珂川町岩戸地区住民及び町職員を対象に、防災 
訓練が行われました。陸上・航空自衛隊、消防組合、消防団、社協、 
春日警察署等の協力のもと、毎年、那珂川町の南畑や安徳など地区 
別に順次行われています。 
リーダー会は例年通り参加し、避難所運営ゲーム（HUG）を担当 

しました。那珂川町は平成 21 年 7 月の北部九州豪雨による那珂川氾濫の経験から、水害に対する 
防災の意識は高く、当時の被害の状況を投影すると参加者全員から当時のお話がでていました。 
どの班も避難者の配置を手際よく行い、カードは 200 枚越えとなりました。また、洗浄した使

用禁止のトイレに、体育倉庫から石灰を持ってきて散布するといった感染症予防の意見も出され

意識の高さに感心させられました。               （中央支部 坂井 正司） 

平成２９年度「博多あんあん・リーダー会」定期総会 

【第一部】定期総会 
5 月 21 日（日）14：30 より開催し、70 名を超える 

ご出席をいただきました。 
代表幹事の開会挨拶後、福岡市防災・危機管理課課長 

松田淳一郎様より来賓挨拶をいただき、司会の則松幹事 
より委任状を合わせた総数で総会の成立が報告されまし 
た。議事審議は出席者より城南支部牧薗氏が議長として 
選出され、第一号議案より順次審議いたしました。 
出席者より会員名簿の取り扱いや会費金額の妥当性等 

いろいろな意見が出されましたが、幹事会等で検討して 
いく方向で了承され、第 5 号議案まですべて信任され閉会いたしました。 
 
【第二部】研修会 
総会閉会後支部連絡会が行われ、研修部会から「地区防災計画と防災士」をテーマに、福岡大

学法学部准教授（内閣府より派遣）の西澤雅道先生による 
講義がありました。 
西澤先生の「地域特性に合った防災計画策定」のお話は、 
地域防災力向上を目指す会員に刺激と今後の明確な課題を 
いただきました。 
リーダー会として「自分の命は自分で守る」、「地域で 

協力し共に助け合う」「公的機関と連携を取る」三原則の 
活動を継続的に続けることの大切さ、減災を広く広める 
ことの重要さ、地道に次世代につなげる組織力を養うこと 
を改めて感じた講義でした。 
 
【第三部】懇親会 
会場は総会会場より歩いて 3 分の「頤和園」で、講師の西澤先生をお招きし、30 名程度の参加

者で中華料理と紹興酒などを味わいながら、現状と今後の活動内容など参加者の熱い思いはテー

ブルごとに花開き楽しく懇親を深める時間を友に過ごしました。 
 
水害など未曾有の災害（被害）が発災し、不幸にも亡くなった方々の家族が「もっと早く行動

していればよかった」など後悔の言葉が多く聞かれます。 
私たちの「減災」について考える活動がいかに重要で必要か、また今後求められる課題に対して

どう対応するか、「みんなで防災（減災）」を一緒に考え広めましょう。 
 （代表幹事 小森 勝輝） 

福岡市民総合防災訓練に参加 

5 月 21 日（日）福岡歯科大（早良区）にて市民総合防災訓練が実施さ 
れました。従来は消防、警察や自衛隊等の活動を見学するだけでしたが、 
自分たちで避難所の開設や運営をする受援訓練も体育館で行われました。 
地区ごとに分かれた居住スペースでの避難所の運営を実施されるなか、 

リーダー会は段ボールベッドの作り方指導を担当しました。また別室では 
非常持ち出し品の展示も行い、防災訓練に協力しました。朝倉地区に大水害が発生し、われわれ

の住む地区もいつ想定外の事態が発生するかもしれません。やはり避難所の実践的な訓練をみな

さんが経験しておく必要性を強く感じます。             （西支部 東島 弘） 

 

 

 

 
【第一部】総会代表幹事挨拶 

 
【第二部】西澤雅道先生講義 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

トピックス ～これからの活動にご興味がある方は事務局までご連絡ください～ 
＜避難所サポートチーム福岡養成講座＞ 
  7 月 02 日（日）第 1 回避難所サポートチーム福岡養成講座開講 25 名参加 
  7 月 22 日（土）第 2 回は九州北部豪雨対応のため延期 
＜出前講座＞ 9 月末までの予定 
  7 月末現在実施状況 7 回 受講者 251 名 会員参加者 47 名 

8 月 09 日（水）赤坂公民館 HUG 赤坂校区男女協 受講者 40 名  
8 月 22 日（火）早良区役所 HUG  公民館職員 受講者 48 名   

  9 月 12 日（火）春吉公民館 DIG 春吉校区男女協 受講者 30 名    
9 月 29 日（金）松崎中 DIG 松崎中校長 受講者 40 名 

＜共創による地域づくりアドバイザー＞ 9 月末までの予定 
  7 月末現在実施状況 7 回 受講者 142 名 会員参加者名 36 名 

8 月 05 日（土）香椎浜公民館 こども防災 香椎浜自治協  受講者 180 名  
8 月 27 日（日）七隈公民館 DIG 七隈西町自治会 受講者 40 名 
9 月 17 日（日）東油山アンベリール集会所 DIG 東油山アンベリール自治会  
9 月 25 日（月）ふようハイツ第 2 集会所 講話 ふようハイツ香椎浜 

＜中学生防災力アップ事業＞ 防災危機管理課事業 すべて DIG 
  9 月 07 日（木）金武中（早良区）6 クラス、 9 月 14 日（木）玄洋中（西区）4 クラス 
  9 月 28 日（木）福岡中（博多区）2 クラス、 日程調整中 舞鶴中（中央区） 
＜交流会＞ 

  9 月 03 日（土）16：00～17：00 テーマ調整中 ※終了後懇親会予定                                                         
（事務局長 平山 光典） 

 

 

城南支部単独事業 ～防災ｉｎつつみ～ 

7 月 2 日（日）城南区堤公民館で、子ども会育成連合会と堤公民館が 
主催するかえっこバザール＋防災inつつみが開催され、リーダー会は 
①非常持ち出し品ゲーム、②防災クイズ、③減災アクション！カード 
ゲーム、④新聞紙で作るスリッパの4つのコーナーで防災に関する体験 
の場を担当しました。 
かえっことはカエルポイント（遊びの通貨）を使って使わなくなったおもちゃを交換する仕組

みで、子どもたちが自発的に様々な楽しい活動や体験をする「遊びの場」です。非常持ち出し品

ゲーム、防災クイズや減災アクション！カードゲーム、新聞紙で作るスリッパでも、子どもたち

は楽しみながら体験していました。遊びの中で自主的に参加・体験することで、身につく防災の

場を提供できたのではないかと思います。参加した城南区の防災士4名も子どもたちと楽しいひと

時を過ごすことができました。                 （城南支部 牧薗 典浩） 
 
       

出前・講座 ～東光中でのクロスロード～ 

7 月 13 日（木）東光公民館で、毎年恒例となったクロスロードゲームを行いました。 
対象は中学 1 年生のみで、今年は 48 名の参加があり 12 班に分かれて実施しました。 

毎年生徒たちに特徴があり、それも楽しみの一つです。今年は女の子が活発で、班を仕切って

いる子もいました。 
いつものようにゲームの前に頭の体操。月旅行中、宇宙船の故障が発生。6 品目の中から必要

度の高い順に選択する問題で、活発な女の子から「ナイロンロープってなんですか？」という質

問が出てびっくり。どう説明しようかとちょっと悩みましたが、理解できるように優しく説明し

たところ、無事に理解してくれ、問題に取り組んでいました。 
本題のクロスロードも順調に進行し、意見交換も活発に行わ 

れ無事に終了しました。 
来年は、ナイロンロープの実物を持っていこうと思います。 

次はどんな子どもたちが参加してくれるのか、来年も楽しみ 
です。 

（博多支部 坂之下 照雄) 

柏原校区小学５・６年生 DIG 
 7 月 27 日（木）柏原公民館で公民館主催、青少年育成連合会 
共催で DIG の出前講座が開催されました。対象は小学 5・6 年生 
で、出席者は男の子 18 人、女の子 29 人、お母様方 27 人の 
計 74 人。リーダー会からは 7 人が参加しました。 
校区 6 グループに分け、グループリーダーはお母様方に担当 

して頂きました。ゼンリンの地図をコピーした手作りの地図は 
131×111 ㎝の大型で、各家のお名前が分かると言う代物だった 
為、参加した子ども達は自宅や友達の家を探して楽しそうでした。 
講座の冒頭に主事さんから「この度の九州北部豪雨のような 

災害が、この柏原に起こってもおかしくはありません。この校区 
は昭和 38 年の災害によって出来た町なのです。」と言う話を聞い 
た子供達は興味を持った様子で、どこが危ないのか？避難ルート 
はどこか？と真剣に地図への書き込みを進めました。お母様方を 
交え、自分達の地域の良い所も悪い所もしっかり論議して発表 
してくれました。 
クロスロード的クイズ等を組み合わせた進行がよかったのか、 

グループリーダーや後方に陣取られたお母様方の行き届いた眼の 
おかげか、子ども達の興味が他にそれる事もなく、無事終了する 
事が出来ました。 
子ども達が頭を突き合わせて真剣に論議する姿は、本当に微笑 

ましい時間となりました。      （南支部 菅原 佳子） 

編集後記 今回も皆様のご協力をいただきまして、今年度第 1 号の会報誌の発行を 
行うことができました。今後も皆様に興味を持っていただける記事を掲載していき 
たいと考えております。掲載記事に関してのご要望、ご提案等がございましたら、 
所属支部の広報部員にご連絡下さい。また、ホームページの運営についてもアドバ 
イスやご意見お待ちしております。     広報部長 松本 一郎（早良支部） 

子どもたちの防災～夏休みに向けて～ 

 

 

  

 

 


